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研究成果の概要（和文）：英国において開発されたIOFTNと顔面形態分析を併用して顎変形症患者における外科
的矯正治療の適応指標を検討した。対象は、外科的矯正治療を施行した患者89名と、歯科矯正治療を施行した患
者92名とした。ロジステック回帰分析の結果、Class1ではIOFTN、MED、A-B plane angle、Class2ではIOFTN、
SNA、Class3ではIOFTN、Facial angle、convexity、Y-axisが予測式の説明変数に選択された。したがって、顎
変形症患者の治療方針の選択には、IOFTNだけでなく顎顔面形態分析が重要であり、患者の希望などの要因も考
慮する必要がある。

研究成果の概要（英文）：The indications for surgical orthodontic treatment in patients with jaw 
deformities were examined using the IOFTN developed in the UK combined with facial morphometric 
analyses. The subjects were 89 patients who underwent surgical orthodontic treatment and 92 patients
 who underwent orthodontic treatment. Logistic regression analyses showed that IOFTN, MED, and A-B 
plane angle were selected as explanatory variables in the prediction formula for Class 1; IOFTN and 
SNA were selected for Class 2; and IOFTN, facial angle, convexity, and Y-axis were selected for 
Class 3. Therefore, not only IOFTN but also maxillofacial morphometric analyses are important in 
determining the treatment strategies for patients with jaw deformities, and factors such as patient 
expectations should be taken into consideration.

研究分野： 外科系歯学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本邦において、顎変形症に対する外科的矯正治療が広く行われるようになったが、その適応指標は明確とはなっ
ておらず、外科的矯正治療を最終的に行うかどうかについては、患者の意向によって大きく左右される。一方、
IOFTNは、患者の咬合関係や機能障害などの臨床所見から外科的矯正治療の適応について評価する指標として開
発されたが、顎顔面形態の評価が含まれていない。本研究では、IOFTNと頭部X線規写真を用いた顎顔面形態分析
を組み合わせて外科的矯正治療の適応指標を検討し、顎変形症の病態ごとに提示した点において学術的のみなら
ず社会的にも意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

外科的矯正治療の目的は、頭蓋に対する顎骨の位置を修正することで顎変形症に起因する機能的および審美的

問題を改善することである。さらに、顎顔面形態の変形はボディイメージや QOL の低下を招き、心理的面にも重大な影

響を及ぼすため、外科的矯正治療は顎変形症患者の心理的・社会的問題の改善に寄与する。しかし、外科的矯正治

療の適応基準が明確に確立されていなかったため、2014 年に英国において外科的矯正治療の適応基準である Index 

of Orthognathic Functional Treatment Need (IOFTN)が開発された（参考文献 1）。IOFTN は、外科的矯正治療の適応

の程度から 5 つのカテゴリーに分類するものであり、その有用性は広く報告されている（参考文献 2-5）。 

しかし、IOFTN の判定基準は臨床所見であり、顎顔面形態との関連については十分に検討されていない。われわれ

が以前行った外科的矯正治療を受けた患者と矯正治療のみの患者の IOFTN 分類に関する後ろ向き研究では、外科

的矯正治療を受けた患者で外科的矯正治療に適さないとされるカテゴリー1、2 に分類された患者はいなかったが、矯

正治療のみの患者では外科的矯正治療に適するとされるカテゴリー4、5 に分類された患者を多く認めた（参考文献 6）。

この結果は、IOFTN に顎顔面形態に関する項目が含まれていないことが一因と考えられる。また、外科的矯正治療と

歯科矯正単独治療との適応のボーダーラインは、スケルタルアンカレッジシステムの導入に伴い、より広くなっているよ

うである。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、IOFTN と顎顔面形態分析を組み合わせて、顎変形症患者に対する外科的矯正治療の適応基準

を検証することである。まずは、外科的矯正治療が適応と判断された患者と矯正治療単独での治療を行った患者を対

象として、IOFTN による分析と側面ならびに正面頭部 X 線規格写真分析を行い、IOFTN の有用性と顎顔面形態との

関連性について検討した。さらに、外科的矯正治療が適応と判断された顎変形症患者を対象として CT 画像データを

用いた頭蓋顎顔面形態の三次元分析により下顎骨の偏位量と頭蓋顎顔面形態との関連性について検討した。 

表１. Index of Orthognathic Functional Treatment Need (IOFTN) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．研究の方法 

2015 年 1 月から 2017 年 12 月までに顎矯正手術を受けた外科的矯正治療（SOT）群 89 名と、同期間に矯正歯科

治療を開始した矯正歯科治療（OT）群 92 名を対象とし、IOFTN の判定基準（表 1）を用いて、カテゴリー5 (very great)

からカテゴリー1 (none)に分類した。なお、唇顎口蓋裂などの先天性疾患と閉塞性睡眠時無呼吸症の患者は除外した。 

顎顔面形態分析には、FH 面に平行で中心咬合位において撮影した正面及び側面頭部 X 線規写真を用いて行っ

た。頭部 X 線規格写真をトレースした後、画像解析ソフト（Cephalo Metrics A to Z, ver18.01; Yasunaga, Fukui, Japan）を

用いて角度および距離的計測 10 項目（図１ならびに２）の解析を行った。 

図 1．側面頭部Ｘ線規格写真における計測項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2．正面頭部Ｘ線規格写真における計測項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計解析には、SPSS for version 22.0（SPSS Inc.）を用い、2 群間の各計測項目の解析はマン・ホイットニーの U 検定

を用いて行った。さらに外科的矯正治療の適応を目的変数、IOFTN と顎顔面形態分析の結果を説明変数としてロジス

ティック回帰分析を行った。なお、p 値は 5％以下を統計的に有意とした。 

 



４．研究成果 

IOFTN の評価では、SOT 群では手術適応とならないカテゴリー1、2 に分類された症例は認めなかったが、OT 群で

は 92 例中 44 例（48％）が手術適応となるカテゴリー4、5 に分類された。カテゴリー4 および 5 に分類された症例は、そ

れぞれクラス II および III 症例の 64％および 71％を占めていた（表 2）。 

表 2． IOFTN による分類結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顎顔面形態分析の結果は、クラス I の Mandibular plane angle (MPA)と Distance between Menton and facial midline 

(MED)、クラス II の SNA、SNB、Y-axis、MPA と MED、クラス III の ANB、Facial angle (FA)、Convexity、AB-plane angle

に 2 群間で有意差を認めた（表 3）。 

表 3. クラス I、II、III におけるセファロ測定値の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロジスティック回帰分析では、外科的矯正治療適応の説明変数として、クラス I では IOFTN と MED、クラス II では

IOFTN、SNA、MED、クラス III では IOFTN、FA、MPA が選択された（表 4）。クラス I では、顔面非対称や開咬の程度

を評価する MED と MPA が両群で統計学的に有意であり、IOFTN とともに MED が説明変数として選択されたことか

ら、オトガイ部の側方変位量が外科的矯正治療の適応指標となることが示唆された。クラス II 症例では、頭蓋に対する



上下顎骨の相対的な位置を示す SNA と SNB、下顎骨の位置に関係する Y-axis と MPA が両群間で有意差を示し、

IOFTN とともに SNA と MED が説明変数となった。このことからクラスⅡでは、上顎前突の程度とオトガイ部の側方変位

量が外科的矯正治療の適応指標となることが示唆された。クラス III では、頭部 X 線規格写真の分析結果より、ANB、

FA、Convexity、AB-plane angle に両群間で有意差が認められた。MPA と FA は IOFTN とともに説明変数に選択され

たことから、下顎前突と開咬の重症度が外科的矯正治療の適応指標となることが示唆された。 

表 4. ロジスティック回帰分析による外科的矯正治療適応の説明変数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究では、外科的矯正治療を行った患者全員が IOFTN でカテゴリー3 以上に分類されたことから、外科的矯正

治療の指標としての IOFTN の感度は高かったが、歯科矯正治療単独施行患者においてもカテゴリー4 および 5 に分

類される症例を多く認めたことから、特異度は低かった。これは、顎矯正手術に伴う様々なリスクを回避したいという患

者の考え方や、近年普及したスケルタルアンカレッジシステムによって矯正治療の適応範囲が拡大したためと考えられ

る。外科的矯正治療と歯科矯正治療のボーダーラインにはある程度の幅があり、IOFN だけで外科的矯正治療の適応

を正確に判断することは難しいと思われる。したがって、顎変形症患者の治療計画選択にあたっては、IOFTN に加え、

顎顔面形態分析結果を基に検討する必要があり、治療法に関する患者の意見を尊重する必要がある。 
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